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あらまし：著者の所属する学科では 1 年次後期の授業で C 言語プログラミングについて学ぶ．学生は，

資料を読んで予習してから，プログラミングの演習を行う．その演習の，特に初期段階では制御構造の条

件式の間違いや冗長なコードの問題が発生する．これを解決するために，予習を練習問題形式で提示する

システムがあれば役に立つ．先行研究ではこの点に Blockly を C 言語に対応させることで取り組んだ．本

研究ではこの研究に，練習問題を提示するために役立つ機能を追加する．穴埋め問題だけでなく，柔軟に

問題を出題することができる． 
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1. はじめに 
著者の所属する学科では 1年次後期の授業で C言

語プログラミングについて学ぶ．資料を読み予習し

た後，学んだ内容についてのプログラミングの演習

が行われる．その演習の特に初期段階では，制御構

造の条件式の間違いや，冗長なコードの問題などが

見られる．これを解決しなければ，演習の時間が減

ってしまい学習者の負担が重くなってしまう．そこ

で，あまり時間を書けず簡単に解くことのできる練

習問題を提示するシステムが有用である．これに取

り組んだのが尾崎の研究(1)である．Blockly (https://

developers.google.com/blockly/)を Flex に対応させる

拡張を作成したあと，C 言語にも対応している．こ

れを用いて Blockly で練習問題を提示すれば資料に

よる予習と実習の間にマウスのみで行う簡単な問題

形式として出すことができる．しかし，Blockly の今

の状況では，練習問題を提示した場合，初心者はど

のブロックを操作すればいいか分かりにくい，間違

って動かしたり消してしまったりしたブロックをど

うすれば良いのか分かりにくい等の問題がある．ま

た，ブロックを練習問題で必要とするだけ組み合わ

せると，画面からはみ出てしまう場合もあるという

問題もある． 

以上の点を踏まえ，本研究では，C 言語を学び始

めた段階の初心者が簡単にプログラミングの予習を

行うことができるように，Blockly に練習問題の提示

を行うために便利な機能の追加を行う．構文に一対

一に対応したブロックの使用と，穴埋め問題だけで

なく，柔軟に練習問題の出題が行えることを目指す． 

 

2. Blockly 

Blockly は Google が提供するビジュアルプログラ

ミング言語である．JavaScript を用い，ブラウザ上で

使用できるよう作成されている．そのため，環境に

左右されずに使用することができる．コードをキー

ボードを使用して記述するのではなく，ブラウザ上

で，図 1 のように，ブロックを組み合わせてプログ

ラミングを行う．ブロックを組み合わせて作成した

コードは，ブロックに操作を加えるたびに更新され

るため，現在のブロックの組み合わせがどういった

コードになっているかすぐに確認することができる．

現在，Blockly は JavaScript，Python，PHP，Dart の 4

つの言語に対応している． 

 

 
図 1  Blockly のブロック 

 

3. 実装 
まず，実装したシステムのスクリーンショットを

図 2 に示す．図 2 の組み合わせたブロックを見て分

かるように、図 1 の組み合わせたブロックと比べて、

１つの処理に対するブロックの数が少なくなってお

り、誤操作しにくくなっている。そういったことを

行うために、本研究は次のような実装を行っている。 
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図 2  実装したシステム 

 

3.1 C言語の練習問題に必要なブロックの作成 
尾崎の研究では，C 言語の，構文に一対一に対応

していないブロックを作成した．C 言語がどういっ

たものかを理解するには問題ないが，実際に C 言語

のコードを記述する際，ブロックとコードに差異が

出てしまい初心者では混乱してしまう．そのため，

本研究では構文に一対一に対応したブロックととも

に練習問題に特化して一部を固定した制御構造や入

出力文，変数宣言のブロックをいくつか作成した．

これらを図 3 に示す． 

 

 
図 3  C 言語の練習問題に必要なブロック 

 

3.2 利便性向上のためのブロックの作成 
問題によって，ブロックの繋ぎ合わせが長くなる

ことによりスクロールをする必要が発生する．また，

問題文だけではどのブロックを変更して解答を行え

ば良いか分かりづらい場合がある．そこで，利便性

向上のために以下のブロックを作成した．これらを

図 4 に示す． 

・問題に直接関係のない部分の省略を示すブロッ

ク 

・問題の解答をする範囲を示すブロック 

 

 
図 4  利便性向上のためのブロック 

 

4. システムの講義での使用 
講義での使用の流れは次のように行う．資料を読

み条件分岐や繰り返しなど，プログラミングの基礎

概念についての学習を行った上で，本システムを使

用し学習を行った内容についての理解を深め，プロ

グラミングの演習に移行する． 

これにより，本システムでの学習で制御構造の条

件式の間違いや冗長なコード等の間違いについて学

ぶことができる． 

 

5. まとめ 
講義での使用を目的として，Web ベースグラフィ

カルプログラミングエディタを用いた C言語学習支

援環境への問題提示を便利にするための追加機能の

実装を行った．結果として初心者が簡単に C 言語プ

ログラミングの学習を行うことができる．構文に一

対一に対応したブロックの使用により予習から演習

にスムーズに移行することできる．また，穴埋め問

題だけでなく，柔軟に練習問題の出題が行えると考

えられる． 

今後，次のような問題を実装することを検討して

いる． 

練習問題に特化したブロックを作成する場合，少

し手間がかかる．教員の負担を削減するために，簡

単なブロックの作成を行えるページの追加と，鳥原

の研究(2)の手法を取り入れ，ソースコードから構文

解析して自動生成する機能の追加を行う． 
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